
附属高等学校は今年度、文部科学省より

「スーバーグローバルハイスクール」（以

下ＳＧＨ）の指定を受けました。

ＳＧＨとは、「急速にグローバル化が加

速する現状を踏まえ，社会課題に対する

関心と深い教養に加え，コミュニケーショ

ン能力，問題解決力等の国際的素養を身

に付け，将来，国際的に活躍できるグロー

バル・リーダーを高等学校段階から育成

する」という目的のもと、「国際化を進め

る国内の大学を中心に，企業，国際機関

等と連携を図り，グローバルな社会課題

を発見・解決できる人材や，グローバルな

ビジネスで活躍できる人材の育成に取り

組む高等学校等を「スーパーグローバル

ハイスクール（SGH）」に指定し，質の高い

カリキュラムの開発・実践やその体制整

備を進める」文部科学省の事業です。

本校は「女性の力をもっと世界に～目

指せ未来のグローバル・リーダー～」を

テーマとし、自国の文化を含む多文化理

解、共感力、協働精神を有し、国際社会の

平和と持続可能な発展に寄与する意欲と

能力を持つ、グローバル女性人材の育成

を目標に掲げています。

こうした人材育成の土台になるのが、

本校の特長である教養教育です。お茶の

水女子大学の教育研究の資源を日常的

に活用できるというめぐまれた環境の中

で、学校設定科目「教養基礎」を含む幅広

い必修科目を履修することにより、グロー

バルな諸課題の発見・解決に必要な、確

かな基礎学力と広い教養を身につけるこ

とを目指しています。

この教養教育の上に、ＳＧＨの新たな科

目・講座が設けられています。１年生に学

校設定科目「グローバル地理」、２・３年生

の総合的な学習の時間に「持続可能な社

会の探究Ⅰ・Ⅱ」を必修科目として開講し

ます。全校生徒が３年間を通じてグロー

バルな諸課題を探究的に学ぶことで、持

続可能な社会に寄与する意欲と能力を

養っていきます。

さらに、社会の諸課題への関心および

それらを解決しようとする意欲の高い生

徒を対象に、２年生の総合的な学習の時

間に「グローバル総合」を開講し、海外研

修を含めたより具体的、実践的な学習を

行います。今年度は「国際協力とジェン

ダー」、「経済発展と環境」、「国際関係と課

題解決」の３講座が開かれ、８月にベトナム

（ハノイ）で行われたイオン１％クラブ主

催 アジア・ユースリーダーズに6名、１０

月の台北研修に２９名の生徒が参加しま

した。３年生にも「グローバル総合アドバ

ンス」をおき、２年次までの学習成果を深

め、発信することを目指しています。

ＳＧＨの事業では大学、ＮＧＯ、企業など

との連携も進めます。従来から「教養基

礎」を中心に、お茶の水女子大学の先生

方による特別授業が行われてきましたが、

ＳＧＨの科目・講座でも大学の先生方から

専門的なお話を伺う機会が多く設けられ

ています。イオンや日本ＩＢＭなど企業の

方々による授業も企画されている他、12

月にはアウトドアウェア／スポーツウェア

ブランド「パタゴニア」日本支社長、辻井

隆行氏による特別授業（家庭科）も予定

されています。また10月には、国際ＮＧ

Ｏプラン・ジャパンが国連の国際ガール

ズデーのイベントに招請したネパールの

ユースによる講演、交流イベントが、本校

でも行われました。途上国の妊産婦と女
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性を守る活動をしている、日本生まれの国際協力Ｎ

ＧＯジョイセフによる特別授業（地理）も12月に予

定されるなど、ＮＧＯとの連携も深めています。

既存の教科目とＳＧＨの科目・講座との連携もグ

ローバル人材育成の重要な柱の一つです。

海外の学校との交流も進めており、５月にはタイ

のチュラーロンコーン大学附属高校の生徒16名

が来日した際に本校を訪れ、短い時間でしたが生

徒と交流を持ちました。今後も同校や台北研修で

訪問した臺北市立第一女子高級中學（北一女）など

と、相互訪問やＩＣＴを活用した交流を続けていく予

定です。

附属学校園からのお知らせ

  
附属学校園での出来事 （2014年7月～10月）

【いずみナーサリー】
7月

● 避難訓練（地震）

8月

● すいかわり
● 避難訓練（不審者対応）
● ライフ×アート展参加

9月

● 避難訓練（引き取り）

【附属幼稚園】
7月

● いきもの博物館
● 1学期終業式
● 夏季休業日始め
● 年長組親子飼育栽培のため登園
　（希望者のみ）

8月

● ライフ×アート展参加

9月

● 2学期始業式
● クラス懇談会
● 誕生会
● 避難訓練（3歳児・4歳児小学校
　校庭で引き取り訓練）
● 4歳児遠足（ギャラクシティ）

10月

● 運動会
● サツマイモ堀り（5歳児）
● 親子で遊ぶ日（4歳児）
● 遠足（3歳児）

【附属小学校】
7月

● 防犯教室
● 1学期終業式
● 夏休み開始日

8月

● 登校日（4・5・6年）
● 林間学校（4・5・6年）

9月

● 2学期始業式
● 卒業生の話を聞く会（5年）
● 不審者対応訓練
● 水泳終了
● 校外学習(1年)
● 開校136周年記念日
● 学校説明会

10月

● 衣替え
● 校外学習（2年）
● 避難訓練（二次避難）
● 学校説明会
● 郊外園活動（3・4年）
● 給食試食会

北一女との交流会

臺北賓館前にて北一女の生徒と

講演会の様子 ネパールの 2 人のユース

プラン・ジャパン 国際ガールズ・デー記念イベント

【附属中学校】
7月

● 志賀高原林間学校（2年）
● 夏休み開始日

8月

● 本学サマープログラム参加
● 夏休み修了
● 生徒登校日

9月

● 第3回学力テスト（3年）
● 郊外園（2年）
● 自主研究講堂発表
● 授業参観日
● 生徒祭

10月

● 前期期末テスト（～ 10月3日）
● 前期終業式
● 秋休み
● 始業式、後期開始日

【附属高校】
7月

● 保護者会・保護者懇親会
● 1学期終業式
● 夏季休業

8月

● 東工大サマーチャレンジ
● アジア・ユースリーダーズ
● 学力テスト（3年）

9月

● 2学期始業式
● 学力テスト（3年）
● スタディーサポート（1・2年）
● 文化祭
● 学校説明会
● 進路講演会（2年）

10月

● 秋季身体計測
● 国際NGOプラン・ジャパンの講演会
● 自治会選挙・総会
● 中間考査　
● 1年農業実習（サツマイモの収穫）
● 台北研修旅行（2年生29名）
● ダンスコンクール


